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＊ 為替レートによって元利金が変動する仕組みとは 
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   「円高でチャンス到来！」に 

   ダマされるべからず            ……144 
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   こんなに利益は残せる          ……150 
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＊ タイミングのリスクを減らす「小分けの分散売り」 

 

   米国債は日本株にとっての 

   ヘッジ的な役割も果たす          ……173 

＊ 株と債券。それぞれにはそれぞれの良さがある 
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＊ 日本株が面白くないときの“癒し”効果もある 

 

       「毎日複利」の年利回りは何％？  ……178 

◇ “究極の複利”の計算に使える便利な値「ｅ」 
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～おわりに～ 

「日本国債暴落説」「円暴落説」と外債投資の現実  …184 

＊ 「日本は破綻」「他の国は平穏」はあり得るのか 

＊ その暴落は「いつ起こるのか」という問題 

＊ ギリシャの次のデフォルトは「日本」なのか 

＊ 「1 ドル 70 円台」はもしかすると“著しい円安”？ 

＊ 円は世界的にも「実質高金利通貨」の可能性もある 

＊ 本気で暴落を危惧するなら、これが現実的対応策 
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